
花保中学校開かれた学校づくり協議会のこれまでとこれから 
 

 平成 14 年度 足立区の開かれた学校づくり協議会モデル校 2 年目より開設。 

 初代協議会会長 庄司公七会長から、今野勝栄会長、桜井誠会長、鎌田秀一会長に引き継がれ、 大山

光子会長へ。現在も歴代の協議会会長は、相談役の立場をもって、協議会運営に関わっていただいていま

す。 

 

 足立区教育委員会より任を受け、地域人材の学校応援団として地域と学校、学校と保護者、学校と生徒

のパイプ役および教育委員会と学校との運営・管理評価を担っています。 

 

 「花保フェスタ」 平成 15 年度 中学生が参加できる祭りの少ない地域の学校に、地域と学校教職員・

生徒をつなぐ「花保フェステイバル」として開催・・現在は、「花保フェスタ」 

地域との交流に貢献するとともに、生徒の体験活動の一端を担っています。 

＝花保中学校の活性化のため、花保中生徒の体験活動として ＝ 

    

      

 「ボランティアパスポートの作成」  

 

平成 25 年度 地域のボランティア活動 

への参加の証として、 

ボランティアパスポートを作成しました。 

 ＝花中学校善行青少年顕彰規定＝ 

 

        協議会ジャンパー   協議会作成タオル 

  



足立区教育委員会主催 「協議会フォーラム」展示参加・H２８年度 庁舎ホールにて活動発表 

    

H26～29 年度 協議会フォーラム 協議会広報 展示     

 

                           開かれた学校づくり協議会 「掲示板」                                   

                                       地域と生徒と協議会活動の伝言板として 

                             地域からのボランティア要請を！ 

                                地域行事のお知らせ！ 

                                   生徒会と協議会の交流！ 

 

事業部会＝小中協議会協力の下での挨拶運動      家庭教育部会＝小中合同「講演会」 

    

広報部会＝「協議会の歩み」を紙面に！『かけはし』 

学校評価部＝学校評価と要望！ 

                          懸垂幕も横断幕もオレンジジャンパーも 

                           ボランティアパスポート、協議会広報紙 

                           「かけはし」も「花保フェスタ」開催も！ 

                            「食育＝調理実習・給食交流」・授業参観 

                          1つひとつの積み重ねで今があります。 

                          多くの地域の方々の協力によるものです。 

                           中学生は、『地域の宝』として育て、応援し

たいという地域の声に支えられています。 

 

  

 

   

これからも協議会は、学校を応援すると共に中学生の活躍の場が広がることを願っています。 



 

 


